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⽒名                              ⽇付         
養成講座（どちらかに○をつけてください）  前 ・ 後 

あなたが、⽇常⾏っている医療・介護業務について、思
っている・感じていること、できること・できないこと
について教えて下さい。回答は、それぞれ最も当てはま
る番号に○をおつけ下さい。 
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1．「死にたい」と訴える患者に対する対応に困難を感じる   
※困難感が強いほど 6 に近い １ ２ ３ ４ ５ ６

2． 病状や予後など「悪い知らせ」を伝えられた後の患者への 
対応が難しい          ※困難感が強いほど 6 に近い １ ２ ３ ４ ５ ６

3． ⼈⽣の最終段階を迎える⼈と、その家族と関わることは苦 
⼿である            ※苦⼿意識が強いほど 6 に近い １ ２ ３ ４ ５ ６

4．「苦しんでいる⼈は、⾃分の苦しみをわかってくれる⼈ 
（理解してくれる⼈）がいるとうれしい」ということを、 
図を⽤いながら説明することができる

１ ２ ３ ４ ５ ６

5． 援助的コミュニケーションとして、反復、沈黙、問いかけが
あることを知り、実践できる １ ２ ３ ４ ５ ６

6． 苦しみの共通点を簡単に説明することができる １ ２ ３ ４ ５ ６

7． 4 つの苦しみ（⾝体的な苦しみ、精神的な苦しみ、社会的な
苦しみ、スピリチュアルな苦しみ）について説明することが
できる 

１ ２ ３ ４ ５ ６

8． 3 つの⽀え（将来の夢、⽀えとなる関係、選ぶことができる
⾃由）について、簡単に説明し、例を挙げることができる １ ２ ３ ４ ５ ６

9．苦しんでいる⼈の⽀えとなろうとする⾃分⾃⾝が、 
⽀えを必要としていることについて、⾃⾝の例を挙げながら
説明することができる 

１ ２ ３ ４ ５ ６

10．事例を通じて、「苦しみ」「⽀え」「⽀えを強める⽅策」を
挙げ、関わる多職種それぞれの「⽀え」を援助できる １ ２ ３ ４ ５ ６
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